
並 型魚礁設置効果調査

I 調査邑的

沿岸漁場の漁場改良造成を届的とした並型魚線設置の投資効果ならびに設置効果を把握し，今後Kお

ける魚樵設置の適地ならびに効果的設置のあ b方を見出し，効率的投資効果を図る。

E 調査 内容

(1) 調査期間

(2) 調査員及び調査船

(31 調査海域

(4) 詞査項目

a 漁獲量調査

b 漁業試験

c 魚礁利用状況調査

d 漁場環境調査

目調査結集

aの 1 漁獲量

昭和 44年 4月-45年 3月まで

調 査 課 長 豊 川 毅

技 師 真木序夫

詞査船は詞査の都度傭松した。

東郡小湊町浅所沖合

調査海域における並型魚僚の事業実施主体である小湊漁業協同組合Kおける昭和44年(1}j 

-12月)における魚種別，漁業類別月別漁獲量を調査し，過年度Kおける漁獲量と比較するこ

とKよって，全体としての漁獲量の推移を明らかKすると共に旬、篠と関係の深いカレイ，ヒラメ

アプラメ，ソイの 4魚種Kついては，特にその数量の増減のよって来るところを追求し，魚線設

置効果の有無について考察した。これによれば，魚篠設置後における漁獲量は，必ずしも，遂年

増大傾向は示していないが，漁総投入最初の年次である 37年度漁獲量と比較してみるとカレイ，

ヒラメ，アイナメは，増加しており. :Jイのみ，ややした控jる結呆と在っている。

aの 2 標本船漁獲量

魚篠漁場を利用する業種は，一本釣，刺網，カゴ漁業であるが，これらの菜種に従事する漁

船の中から標本船を選定して，毎日の操業成績を記録してもらい，これを整理，集計して魚犠

に おける漁獲量を把握する予定であったが，この提出が順調になと左われ左かったた糊白合の受

託伝票の中から標本船の漁獲量をとって，魚篠Kおける漁獲量を推計した。

b 漁業試験

7.9.3月の 3回三枚潤Kよって実施した。

各回とも漁場が異なり漁獲成績は. 7.9月は. :Jイ，アイナメ，メパJレの外サメ，サノ'.νヤコな

どが羅射し，反当尾数は 7.0-7.4尾であったが. 3月はカレイ 4尾カニ 1尾で，反当尾数は O.4尾

であり漁業者の利用期間である 5-1 0月以外は，集魚が少いことがうかがわれた。

c 魚候不Ij用状記謝査

魚篠効果を示す一指標として，魚篠の利用状況を調査した。

調査方法は，組合の受託伝票の魚種組成や漁獲量から推計 rる方法と漁業者にアンクート用紙を渡

して記入してもらう方法の二つの方法によって調査したが，両方とも極めてラフな方法であるためも

あって，利用度数K大きな差異を生じた。しかし，短い期間ではあるが 5-10月の期聞は，相当頻

度で利用している ζ とがうかがわ恥， ζ の意味での効果は高いと推定された。
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d 漁場環境調査

アクアラング潜加工らびに水中テレビKよる魚繰漁場の観察と，一般的環境としての底質， 水深，

潮ぬ透明度，水温などについて調査した。これによれば，魚線漁場は特に周辺漁場と異なった環境

を形成してはいないが，餌料生物の魚樵への附着や，魚、保の陰影形成が集魚効果を高め，調査時点

Kおける観察では，ソイ，メパJレ， νマダイ，アイナメカワハギなどの魚群が見られた。

目今後の課題及び問題点

1. コンクリート魚繰κ集魚する魚援にもよるが，投入から集魚効果をあけるK至るまでには，かな

りの時[理的経過が必要であることは一般的K言われているがこの原因を究明し，更K短期間で集魚

させる工法素材等を研究する必要がある。

2. 魚繰カ粕岸魚種の資源再生産V亡効果を有していることは推察される内各魚種の生態調査も件

せてなこ左い，魚礁効 1果。〉側面を理論ずける必要がある。

3. 魚t震が餌科生物の豊度を高め，集魚、効果をあげていると考えられるので，餌料についての研究をす

る必要がある。

4. 魚繰の効果を正しく評価するためには，調査機関が努力することは勿論でりあるが調査地における

関係者の協力闘係が更に高められる必要がある。
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昭和 44年 1片-12月，小主主漁協資料
ー

魚¥種¥名札 '-，-制 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2 計

サ メ 2，101 222 273 290 2，886 

タ イ 7 20 

カ レ イ 10，463 10，138 う， 716 13，959 11，589 14，002 25，211 33，657 35，526 25，851 20，928 18， 153 22う， 193 

ヒ フ メ 25 2，830 1，494 836 1，824 1，612 6， 228 2，318 5，285 う， 199 3，103 794 31，548 

ソ イ 224 57 123 117 214 994 2，588 1，186 256 511 1，240 21 7，531 

アイ ナ メ 1，476 4，698 5， 546 1，720 1，295 2，416 3，291 6，519 4，824 4， 730 3， 531 2， 187 42， 233 

カナガレラ 16 278 949 1，060 730 896 1，838 2，413 2，148 1，574 1，634 938 14，474 

そ の他 3，956 3，449 2，787 1，150 1，036 2，887 4，081 895 2，392 1，701 1， 395 25，729 

百十 349‘621 

ホタブガイ 11，538 3，838 7，844 268 550 lあ， 000 1，000 178，360 32ヲ， 398

その他 16，752 20，230 12，203 7，969 7，625 2，595 29 4，711 2，174 13，576 87，864 

計 417，262 

タ コ 336 359 954 93 167 279 381 57 36 9 46 29 2，746 

1ニ ピ 759 1，445 158 2，362 

カ ーー 472 204 1，015 2，286 1，764 55 う， 796

ウ 一 1，473 2，377 546 4，396 

ナマ コ 12， 6CJ2 ヲ， 783 916 1，204 174 9，055 27，734 

ホ ヤ 204 580 590 2，335 802 2，316 1，972 1，937 1，013 1，304 168 13，221 I 

フジツボ 2，600 18，364 14，734 35， 701 

百「 91，957 

~ゴk 計 手壬竺 50，500 42，844 51，369 42， 369 30， 970 50，805 17う， 750 51，760 46，074 44， 274 214，058 86う， 460
し一

魚種別月別漁獲量(単位Kg) 表第

日

匂

ふ

チカなどである。ヤリイカ，

貝類の場合は，種類Kより殻付，又はむき身重量のため，別表〈業態別月別漁獲量)と相具する。

藻類は，資料が不正確と考えられるので，除外した。員知、のその他は大部分モスソガイ(ツプ)である。

魚類のその他の欄K含まれる魚種は，サヨリ，メパJレ，vマイカナゴ(カラハν).アンコワ，ェィ，スミイカ，

要t商



効果調査報告書、
小主主漁協資料ノ

〆昭 43年分
、t出44年分

魚礁民連 4魚種のj:j別漁獲量比較

~ 
ノl イ ア イ ナ メ ヒ フ メ カ イ~~ ν 

43 年数量 4 4 年数量 4 3 年数量 4 4 年数量 43 年数量 4 4 年数量 43 年 数 量 144 年数量

1 4 0 224 650 1，4 7 6 4 7 2 5 6， 7 2 0 1 0，4 6 3 

2 1 4 0 5 7 490 4，698 1 4 0 2， 8 3 0 4司 200 1 0， 1 3 8 

3 1 0 7 123 う， 54 6 254 1，4 9 4 7，50 0 う， 7 1 6 

4 3 2 0 1 1 7 1，36 0 1，7 2 0 2 0 0 836 1 0， 3 0 0 1 3， 9 5 9 

5 214 1，60 0 1，2 9 5 360 1，8 2 4 9，600 1 1，5 8 9 

6 1，3 5 0 996 3，8 0 0 2，4 1 6 750 1，6 1 2 1 2，0 0 0 1 4，0 0 2 

7 2，460 2，58 8 4，2 4 0 3，2 9 1 1，1 0 0 6，2 2 8 1 1，0 0 0 2 5， 2 1 1 

8 3， 1 I 0 1， 1 8 6 3，0 2 0 6，5 1 9 620 2，3 1 8 1 4，8 0 0 3 3， 6 5 7 

9 79 0 256 4，0 2 0 4，824 3， 2 0 0 う， 28 5 2 8，4 0 0 3 5，5 2 6 

1 0 2 5 3 5 1 1 4，97 3 4，7 3 0 3，60 0 う， 1 9 9 2 4， 0 0 0 2 5， 8 5 1 

1 1 1，2 6 6 1，2 40 4，244 3， 5 3 1 1，り o0 3， 1 0 3 2 7，7 0 0 2 0，9 2 8 

1 2 216 2 1 1，7 1 5 2， 1 8 7 1，9 5 5 79 6 lう， 18 0 1 8， 1 5 3 

計 1 0， 0 5 2 7，5 3 1 3 0， 1 1 2 4 2，2 3 3 1 4，1 2 6 ソ 1，5481171，4001225・193

i魚類 対比 3.7% L. 1 % 1 1. 4 % 1 L.O% 5. 3 (/il I 9. 0 %l 6 4. 7 % I 6 4. 4出J

(K9 ) 
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三枚網による漁莱試験結果

試験片日 操 業時間 漁 場 i魚、 獲 物 備考

4 4.7. 1 5-- h m 
3 7年旬、篠

ソ4 アイナメ ガヤ カレイ
4 4.7. 1 6 1 2-3 0 1 2尾 7尾 3 5 ks o 2 0 f己 741さ 0.0 e:m 
4 4.9.1 9-- h m 

3 9 i二十三魚、候 ソイ アイナメ ガヤ ， メノ~Jレ ' 
4 4. 9. 2 0 1 2-30 1 5 1 0 2 7 31主 i/-ャコ'I5MI 70 1 2 5ml~Jj各 1 0 
4 5.3.1 1-- h 

よ

m 
4 2 /q::魚、保 / / / 4 1 1 5 利回尺内割40%4 5.3. 1 2 1 4-0 0 

計 2 7 1 7 6 2 7 361 149 色水色。

表3 第



第 4 表 アンケート調査結果表

調査項 自 調査数 結 果 内 訳

使 用漁船トン数 2 0 1トン以下 10% 1-3トシ 70% 3トンJd._上 20%

漁菜種類比率 " 
釣 7Oo/<n縄 55%. 刺網450/(;桁網 250/<n カゴ 50%， 
養殖 70%

利 用 率 H 利用している。 100%

魚 礁 位 置 " 大体知っている。 10 0% 

35% 70% 70% 50% 70% 70% 
利 用 魚 礁 " 3 7年魚俗， 38年全.39年全， 40年全， 4 1年全， 4 2年全

5% 45% 1 0%  2 0%  20% 
船毎の魚礁利用率 1/ 

20%利用， 3 0%利用. 40%全. 5 0%台 不明

魚礁での多獲魚
100% 80% 20% 

" ソ11， アイナメ 2， ナパJレ2

。 75% 100% 60% 25% 。
利 用 時 期 B 

1-4片， 5-6片， 7-8片， 9 月 1 0月. 1 1 --1 2月

95% 20% 10% 40% 50% 
魚樵の良い点 " 漁獲が多い，高価な魚、がとれる，近距離，経済的，操主主しやすい

悪い点
1 0%  1 00% 5% 

" 
1/ 

漁獲が小さい 漁場が狭い操業しにくい

75% 。 。 25% 
魚礁 効 果 の 判 陽1 " 効果大きい効果少ない効果なし 回答なし

1 00%  。
設置について意見 M 

継続実施すべえだ その他

手IJ 用 7移 態 p 50% 2 5% 25% 
カコe網 刺網 一本釣

者
95% 。 5% 

利 用 M 

多い 少い 回答なし

魚篠の評
55% 80% 25% 

11 

生産量増大 密漁防止 増鐘K役立つ
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